	参加者の手引
	コミュニケーションのスキル



コミュニケーションのスキル
[image: image1.png]


[image: image6.jpg]


[image: image7.wmf]
[image: image10.png]



セッションの背景
コミュニケーションとは技術であって、科学ではありません。どんな場面でも確実に効果を発揮するコミュニケーションの公式というものは存在しません。効果的にコミュニケーションを取れるようになるには、そのプロセスを理解するだけでなく、さまざまな状況で効果を生むために必要なスキルを磨く必要もあります。
第二副地区ガバナーはこのセッションを通して、コミュニケーションのプロセスを理解し、効果的にコミュニケーションを取るためのスキルを養い、地区内でレベル間コミュニケーションを促進する戦略を学びます。
セッションの目標
本セッションが終了した時点で、参加者は以下のことができるようになります。
· コミュニケーションのプロセスを理解する
· 効果的なコミュニケーションのスキルを養う
· 効果的なコミュニケーションのスキルを活用する
· 地区内でレベル間コミュニケーションを促進する
双方向のコミュニケーション
コミュニケーションとは、当事者が話、シグナル、文章、態度によって、考え、メッセージ、情報をやり取りする双方向のプロセスである。
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	人物1（送り手）が
メッセージを送る。
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	人物2（受け手）が
そのメッセージを
受け取って解釈する。
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	人物１は、今度は受け手と
なって、人物2から返された
答えに反応する。

	
	人物2は答えを返すことで、
新しい送り手になる。


効果的なコミュニケーションの4つのスキル
1：積極的傾聴
いくつかの戦略を役立てれば、双方向のコミュニケーションのプロセスにおいて、効果的にメッセージを受け取るために役立ちます。
注意を傾ける
これには、聴き手の側が心と身体の両方を使う必要があります。
· 雑念を払う
· 話し手が言っていることに答えたい、または反論したい、という衝動を抑える
· 自分が発している言葉によらないシグナルを意識する
記憶に頼らない
重要な会議や会話では、メッセージを正確に受け取れるようメモをとる。
判断は後回しに
話し手が言っていることに同意できなくても、話の腰を折らない。
言い換えによって明確化する
話し手の意図するメッセージを正しく受け取れるよう、話し手の言ったことを自分の言葉で繰り返す。
· 例：「私の理解が正しいなら、次回の事業に十分なボランティアが集まるか、心配なのですね。」
分かったことを要約する
長い話が終わったら、少し時間を取って話し手から得られた情報を要約する。
· 例：「ベス、しばらく話し合ったけど、話がどこまで進んだか、ちょっとまとめておこうと思うんだ。次に検討すべきことを正確に把握できるようにね。」
傾聴スキル自己診断
以下の各文章を読み、他者とのコミュニケーションで自分がそのスキルを役立てている頻度を、ボックスにチェックを入れることで選んでください。
	
	よくある
	時々
	滅多にない

	相手の話に耳を傾けている時、私は他のことを考えないようにしている。
	
	
	

	相手の話が終わるまでは、私は心の中で答えや反論を考えないようにしている。
	
	
	

	私は、相手の言葉による態度と言葉によらない態度を観察する。
	
	
	

	相手の話に耳を傾けている時、私は自分の言葉によらない態度を意識している。
	
	
	

	長い、または重要な会話/会議では、主な詳細や情報を覚えておけるようメモをとることにしている。
	
	
	

	相手が話している時にはそれを遮らないようにしている。
	
	
	

	相手の話に対する自分の理解を確かめるため、私は話の要点を自分の言葉で繰り返す（言い換える）ようにしている。
	
	
	

	長い会話が終わったら、相手が言ったことを要約することで、重要な情報を確実に理解できるようにしている。
	
	
	


2：言葉によらないコミュニケーション
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表情

	表情は万国共通と言ってもいいでしょう。喜び、悲しみ、興奮、怒りのどれであろうと、表情はその人の考えや感情を伝えます。
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身振りと姿勢

	身振り/姿勢とは、人々の座り方、立ち方、動き方や、姿勢の取り方を意味しています。そこには感情が表れていたり、メッセージを伝えていたりします。


	
手振り

	手振り：手振りとは、手を使ったコミュニケーションの方法です。手振りには意図的なものと無意識なものがあり、文脈に応じてさまざまなメッセージを伝えることができます。
注意：身振りは世界中で通用するとは限らない！
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視線

	視線：視線とは、誰かに対する目の向け方を意味しています。関心、信頼、怒り、悲しみ、失望など、視線はさまざまなことを伝えます。




他にも、言葉によらないコミュニケーションの方法があるでしょうか？何かご経験があれば、教えてください。
3：一人称の表現
一人称の表現とは、「私」で始まる文章によって、責めたり、批判したり、非難したりしないで考えや気持ちを伝えることです。
	言いたいこと…
	...代わりに使うべき「私」で始まる文章！

	「あなたは、私の話を
聞いていませんよね。」
	「私は、話を聞いて
いただきたいんです。」

	「あなたは、それが正しい解決策ではないと分かっていますよね。」
	「私は、その問題には
別の解決策があると思います。」

	「あなたがこのイライラの
原因です。」
	「私は今、非常に不満を
感じています。」

	「あなたは物事を決める時に相談してくれたためしがありませんね。」
	「私にも決める前に意見を
言わせてほしいのですが。」


4：フィードバックのやり取り
フィードバックは、承諾、拒否や、
成果・態度・行動に対する評価を伝える強力なツールです。
フィードバックを与えたり、受けたりすることには価値があり、
正しくやり取りできれば、チームの関係を構築し、
生産性と成果を高めることにつながります。
フィードバックのやり取り
· 協力的に：威圧的でなく、励ますような調子でフィードバックをするように心がけます。常に肯定的なことを言う必要はありませんが、相手を尊重し支援する態度が必要です。
· 率直に：フィードバックの焦点と目的を明確に伝えます。
· 具体的に：例を示したり、どう変えればよいかを提案します。
· 慎重に：フィードバックを行う前に、その内容をじっくりと時間をかけて考えます。焦点が明確で、相手を尊重し、偏らないものになるようにしてください。
· タイミングよく：フィードバックが効果を発揮するのは、それを受ける側にとって意味のある時だけです。フィードバックは適切なタイミングで行いましょう。
フィードバックを受ける
· 積極的に聴く：積極的傾聴の戦略を用いることで、相手の話を確実に理解できるようにします。
· 例を挙げてもらう：自分に取れたかもしれない別の態度や行動について、具体的な例を挙げるよう求めます。
· 反論の衝動を抑える：与えられたフィードバックに常に同意できるとは限りませんが、反論や自己弁護の衝動は抑えるべきです。自分のスキルの向上や習得を助けようとしてくれているものとして、フィードバックを受け止めましょう。
· 自分の時間にフィードバックを消化する：時間をかけてフィードバックを評価し、どのようにそれを役立てるかを決めましょう。
ロールプレイ：
第二副地区ガバナーの
効果的なコミュニケーションのスキル
進め方：
· 各グループでロールプレイを考えていただきます。それぞれ割り当てられたコミュニケーションのスキルを、地区の状況に合わせて効果的に役立てている様子を描いてください。例えば、地区キャビネットや委員会の会議、地区ガバナー・チームのメンバー間の電話会議、地区大会や地区の奉仕事業の現場などの場面を使うとよいでしょう。
· ロールプレイには、グループの全員が参加しなければなりません。
· ロールプレイの長さは2分以内とします。
· ロールプレイを考える時間は10分です。
レベル間コミュニケーションを促進

レベル間コミュニケーションがもたらすメリット：
各小グループで、地区内のレベル間コミュニケーションに関する以下の質問についてブレインストーミングを行ってください。
1. レベル間コミュニケーションに関して、地区はどのような課題に直面しているでしょうか？
2. 第二副地区ガバナーとして、あなたが何をすれば、地区内でのレベル間コミュニケーションを促進できると思いますか？
メモ
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